
 

 

 

 

 

 
 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度重点目標 

『自ら考え、判断し、努力し続ける生徒の育成』 
【 学 校 教 育 目 標 】  

○ 知 性 を 磨 き 、 豊 か な 情 操 を 身 に つ け る  
○ 他 を 思 い や り 、互 い に 協 力 す る 態 度 を 身 に つ け る  

○ 正 し い 判 断 力 と 責 任 あ る 行 動 力 を 身 に つ け る  
○ 身 体 を 鍛 え 、 逞 し く 生 き る 力 を 身 に つ け る  
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日脚が伸びてきました。まだまだ雪が残る江別ですが、

陽射しの力強さに“光の春”を感じます。 

１線校舎の屋根に積もった雪は圧縮された氷となり、中

庭側にずり落ちてくる雪庇を内側から見ると青みがかっ

ています。太陽光のうち波長の長い赤色を吸収し、波長の

短い青色を透過させているのだと科学的な説明はできて

も、やっぱり不思議な美しさです。内側に巻き込んだ部分

から溶け落ちる水はたくさんの氷柱(つらら)となり、２階

の廊下にいると氷の恐竜の口の中にいるような気がして

きます。二中で初めての冬を迎えた私にとっては、「雪の

重みで校舎がつぶれないか。」「落雪の衝撃はいかほどか。

中庭に人は出られなくても、ガラスが割れて校舎内でケガ

人が出ないか。」という心配をしつつも、自然が生み出す

冬の芸術を味わう空間です。（この雪庇は先日の暖気で解

消しました。） 

さて、入試日程が一つずつ終了し、公立高校の一般入試

を残すのみとなりました。最近の職員室では３年生の先生

を中心に、自分の課題と向き合うようになった生徒や、周

囲を思いやる言動が増えた生徒などの成長エピソードが

交わされています。志望校を選び、志望校側から選ばれる

場に臨む入試は、自分を客観的に見つめる機会を生み出し

ます。それが中学校卒業を前にして、ぐっと成長すること 

校長 髙橋 浩子 

につながっているのでしょう。 

面接練習をしていても、１５歳の春を迎える３年生のた

くましい成長の軌跡を感じます。興味ある分野がはっきり

している人は、高校入学ではなく高校卒業の先を見て、自

分の夢を実現する道を考えています。職業的な目標はまだ

決まっていない人も、自分の得意を伸ばしたり、自分の苦

手を乗り越える努力をしたり、具体的に動く中で可能性を

広げようとしています。「１年生の頃は苦手だったけれど、

なんとかしようと勉強方法を工夫していたら、今は得意教

科です」、「母の姿を見てきて、同じ職業に就きたいと思

うようになりました」、「みんなに助けてもらいながらリ

ーダーの立場を経験し、全体を見ることができるようにな

りました」、「高校が掲げる生徒像が私の“なりたい姿”

と一致しているので、ここでさらに成長していきたい」…

…対話を通して感じるのは、多くの人に支えられて育って

きた若者が、自分の足でしっかりと立ち、前を向く清々し

さです。 

高校も人生の一つの過程であり、高校選びで人生のすべ

てが決まるわけではありません。それでも、生徒にとって

は人生初と言ってよい大きな選択です。目標に向かって努

力を続ける３年生を、私たちは応援しています。 

「光の春」



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域の特性や環境を活かした授業であるから 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【３月のスクールカウンセラー】   

 ３月はスクールカウンセラーが１回来校します。日程をお知らせ

いたしますので、面談をご希望の場合は、担任を通して予約状況を

確認しお申し込みください。先約がある場合は調整いたします。 

相 談 日：３月５日（木）11時00分～15時00分    

相談場所：２線校舎１F相談室 

【第3回学校運営委員会（CS）】 2/17 

今年度最後の学校運営委員会が行われ、生徒・保護者・教職員のアンケート結果を踏まえた今年度の学校関係者評価を

行いました。経営方針や教育課程、学習指導等の達成状況については概ねA評価をいただきました。委員会の中では、

学校でどのような活動を行っているのか教育活動が見えにくい、ホームページ等でもっと発信してほしいとご意見をい

ただきました。学校教育への理解促進、地域とともにある開かれた学校づくりに向け改善を図っていきます。 

【恐れず、あなどらず】 2/12 

私立入試A日程に向けた事前集会が行われ、校長より受験生に向け 

た激励の言葉として伝えられました。「答えのない問題はありません。 

自分が積み重ねてきた努力を信じ試験に臨んでください。」受験を控 

えた3年生は真剣なまなざしで話を聞いていました。３月には公立高 

校受検も控えています。体調管理も含め万全の体制で臨んでほしいと 

思います。 

【いじめアンケート実施】  

いじめとは、「一定の人間関係にある人が行う心理的、精神的苦痛を与える行為（インターネットを通じて行われるも

のを含む）であって、当該生徒が心身に苦痛を感じているもの」と定義されています。「いじめは良くない」ということ

は子どもたちも十分理解しています。生徒アンケートの結果からも 96％以上の生徒がいじめを許さないという意思を

持って生活しています。しかし、「相手の立場に立って行動することができますか」の後期生徒アンケートでは、肯定的

な回答が８４％と前期よりも少し下がっています。何がいじめに当たるのか、自分の言動が相手にどんな思いをさせる

のか、その想像や感じ取る力に課題を感じています。「いじめられる側にも問題がある」と回答する生徒も残念ながらま

だ若干名います。今年度のいじめ認知件数は現在4６件あります。先日行った第3回いじめアンケートの結果も含め、

引き続きいじめ対策基本方針に則り、迅速かつ組織的にいじめ解消に向け取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

【１・２年生スキー授業】  

雪国ならではの地域特性や環境を生かした授業として、今年も保

健体育科でスキー学習を実施しました。各学年2回の実施で、今年

は1年生と5組が一緒に参加しました。道具の準備や費用面で様

々なご意見もありますが、保護者アンケートでは、スキー授業はぜ

ひ続けてくださいとの意見もいただきました。子どもたちにとっ

て、より実り多いスキー授業となるよう検討を重ねながら進めて行

きます。ご理解とご協力をお願いします。 

【PTA活動（図書ボランティア③）】 2/18 

今年度最後の図書ボランティアを行いました。春の装飾づくり 

と掲示を行いました。図書環 

境をより良いものにしようと 

今年度3回実施し、延べ12 

名の方に参加いただきました。 

次年度も様々なPTA活動を 

企画します。多くの方のご参 

加をお待ちしております。         

 

 

 

【３年生球技大会】  

 体育の授業で球技大会（バスケット）を行いま

した。各クラス大きな声援と笑い声が響き渡り、

思い出に残る楽しい時間を過ごしました。 

 


